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　近年，子どもに関して様々な社会問題がおきている．その中の一つに少子化がある．「Roots of Empathy」が日

本で紹介されて以降，少子化対策として児童生徒と乳幼児とのふれあい体験事業が実施されてきた．乳幼児とふ

れあうことによって，児童生徒への乳幼児への関心の高まりや子育てへの肯定的感情，共感性の高まりなどが期

待できるとされている．

　今回，高校保育科１年生と乳幼児及びその親とのふれあい体験を実施し，参加した高校生への事後アンケート

を元に，ふれあい体験によって何が得られるのか検討した．その結果，暖かい気持ちを感じたことや乳幼児につ

いて学びたい気持ちが強くなったことが報告された．ただ，１回のみ短時間のふれあいだったため，うまくふれ

あうことができなかったという声も多かった．事前事後の学習の充実や複数回のふれあい体験の実施が課題である．
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高校生と乳幼児及びその親とのふれあい体験について

－高校生の振り返りから－

1．目的

1-1．はじめに

　子どもにかかわるさまざまなことが，社会的な問題

となっている．

　一つに，少子化の問題がある．厚生労働省が公表

する 2016 年の人口動態統計年間推計１）の出生数は，

100 万人を切った．少子化は進んでいる．そのように，

子どもの数は少なくなっているが，2016 年７月に発

表された児童相談所の平成 27 年度児童虐待相談数は

103，260 件であり，年々増加している．

　また，子育てをしていて負担・不安に思うことがあ

ると回答する親は，72.4％（厚生労働省，2015）２）と

いう調査結果がある．子育てが難しいという親が多く

存在していることがうかがえる．その要因として，乳

幼児とかかわる体験がないままに親となり，かかわり

方がわからず子育てに困難を抱えたり，３歳までは母

親の手で育てなければならないといった「三歳児神話」

が出回っていたり，核家族化や近所づきあいの減少な

どで何かあってもすぐに相談する相手がいなかったり，

スマホやインターネットの普及によって知りたい事を

すぐに調べられるようになったものの，どれを信じた

らよいのかわからなくなるほど様々な情報があふれて

いたり，などということがあげられる．「三歳児神話」

については，乳幼児期は，その後の発達の土台を形成

する時期であるため，どのような環境で育つかはとて

も重要ではある．しかし，必ず母親の手で育てなけれ

ばいけない，ということはなく，安定した関係の中で

育つことが重要である．母親以外との関係の中でも健

全に発達することは様々な研究の中で示されている

（NICHD，2013）３）．科学的に示されているにもかかわ

らず，一般的にはなかなか消えない話題である．この
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ように，近年の日本において，子育てを難しくする要

因は数えきれないほどある．

　母親の育児不安が大きくなりすぎると，親子関係の

不安定につながることもある．子の親との関係がうま

くいかないと，子どもが大きくなってから子ども同士

のかかわりにも問題が生じていくこととなる．その結

果，いじめや学校不適応や反社会的行動などが児童期・

青年期に問題となっていく可能性がある．

　武田（2003）４）は，この事態を打開するために，乳

幼児と接する機会を意識的に増やしていくこと，乳幼

児との関わりの体験を持たせ，乳幼児の心身の発達に

関する教育や子育ての知識を与える教育を行っていく

ことが今後大変重要になってくると述べている．

　国としては，厚生労働省によって 2002 年度に次世

代育成対策推進法，その後 2004 年度の子ども子育て

応援プランの中に「乳幼児と年長児童の交流事業」が

位置づけられた．この事業のねらいは，「将来の親と

なる世代が，子どもや家庭を知り，子どもとともに育

つ機会をつくることにより，人への関心や共感を高め

ることである」とされた．2009 年度までに保育所や

児童館・保健センター等においてすべての施設での受

け入れを推進し，10年後には，子育てに肯定的なイメー

ジをもてるような社会を実現していくことが目標と掲

げられていた．厚生労働省のモデル事業として行われ

た実践事例（2005）５）は，児童館などによる開催である．

事前事後学習を含めて５回ほど，直接のふれあい体験

は２回ほどの事業となっている．事業の成果は，参加

した児童生徒から命の大切さや子育ての大変さの実感

や自分の育ちのふりかえりといった感想が寄せられた

ことがあげられている．その後も，内閣府において少

子化対策施策として，継続的に活動が実施されている．

　教育現場でも，ふれあい体験は実施されている．

2008年告示の中学校家庭科学習指導要領において，「家

族と家庭に関する教育を一層充実」する視点がもりこ

まれ，「幼児と触れ合うなどの活動」を必修にするこ

とが示されている．中高生と幼児が触れ合うことで，

中高生に子どものことを理解しかわいいと思う気持ち

が芽生え，やがて親になるときに役に立つことが期待

されている（倉持ら，2009）６）．

　乳幼児との交流によって，共感を高めることができ

るといった考えは，メアリー・ゴードンによって創

始され，カナダのトロント市で実施されている ROE

（Roots of Empathy）「共感教育」が広く知られたこと

にあると考えられる．ROE は，乳児とその親と生徒

が直接触れ合いながら学校教育の中で行われる１年間

のプログラムである．乳児の成長と親子の愛着形成過

程に直接触れながら学び，人間発達への理解，他者へ

の共感性や思いやり，自尊感情，命への慈しみ，将来

に健康的な親や大人となるための養育性を育んでいく

ことができるとされている．櫃田（2005）７）によって，

日本の公立小学校での実践がなされている．その結

果，担任による生徒の行動変化の報告として，攻撃性

の低下・仲間意識の高まり・共感性の高まりなどの報

告がされている．生徒自身の意識としては，自己肯定

感が高まるという変化がみられた．これらのことによ

り，ROE の教育的効果は期待できるものと考えられる．

しかし，ROEは認可制のため，汎用することができない．

また，日本の公立学校において年間を通じた多数の授

業回数を確保することの難しさやグループのファシリ

テーターとなる存在の育成などが課題として指摘され

ている．

　実際に，国の施策や家庭科学習で行われている体験

は，保育所や幼稚園に一度訪問し，何時間かふれあう

ものが多い．武田（2003）８）は，一，二回のふれあい

だけで共感性の高まりを期待できるものではないとし

ている．しかしながら，意味のないものでもなく，暖

かい気持ちや優しい気持ちを感じることや親の責任な

どを感じることによる親の想いに気づくことにふれあ

い体験の意義があると述べている．寺田（2005）９）は，

ふれあい体験の事後アンケートから中高生の気づきを，

赤ちゃんのかわいさと子育ての大変さに気付いたこと，

赤ちゃんへの興味関心が増したこと，自らの育ちを振

り返るきっかけとなったこととしており，武田の指摘

した気持ちや親の想いへの気づきが得られていること

がわかる．

　今回実施した乳幼児とのふれあい体験は，高校１年

生と乳幼児とその親との一回のみの体験であった．一

回だけの体験で，どれだけ得るものがあるだろうか．

短い時間の中で，高校生生徒が何を得たのか，振り返

りのアンケートを元に，ふれあい体験の意義について

考えていきたい．

1-2．目的

　乳幼児とふれあうことでどのような体験をすること

ができるのか，高校生に行った振り返りの事後アン

ケートより考える．

廿　麻乃

48



2．方法

2-1．乳幼児と高校生のふれあい体験の実施

2-1-1．主催　A 県において子育て支援の研修を受け

て発足した団体が主催した．

2-1-2．実施時期　2014 年 12 月に実施した．

2-1-3．参加者　Ａ高等学校保育科の１年生 39 名が体

験を行った．乳幼児親子は，一般公募し，３か月から

３歳までの 17 組 37 名が参加した（きょうだい含む）．

2-1-4．内容　乳幼児とその親１～２組に対して，生

徒４～５名ずつのグループとなり，１時限（50 分）

のグループごとの交流が行われた．各グループには，

子育て支援活動の経験があり，事前研修を受けたス

タッフが１名ずつ入り，交流が適切に行われるようサ

ポートを行った．グループ毎に自己紹介したのち，生

徒が作成し持参したおもちゃを仲介して，生徒と乳幼

児が交流したり，親が日頃の様子を話したりした．

2-1-5．事前準備　生徒は，事前に授業の中で乳幼児

の発達やかかわり方について学んでいた．また，乳幼

児との交流の際に使う遊び道具を事前に作成し，持参

した．

2-1-6．事後学習　交流後，生徒へ振り返りを兼ねて

アンケートを実施した．さらに，乳幼児親子にクリス

マスカードを作成し，主催者から郵送した．

2-2．高校生へのアンケート内容

 （1） 今回のふれあい体験以前に乳幼児とのふれあっ

た経験の有無

 （2） 自分の思うとおりに乳幼児と接することができ

たか

 （3） ふれあい体験をどう感じたか．12 個の感情を示

し，感じたものすべてに丸をつけるようにした．

また，それに丸をつけた理由についての自由記述．

12 個の感情は，小学校国語教科書 10）及び森田

（2003）11）を参照して抽出した．

 （4）感想・意見（自由記述）

　以上の内容について高校生に事後にアンケートを実

施した．

3．結果

3-1．高校生の乳幼児と接した経験

　これまでの生活の中で乳幼児と接する経験があった

かどうか質問した．接した経験があると回答したのは，

15 人であった．家族（２人）や親戚（５人），近所づ

きあい（６人），習い事（２人）の中で，ふれあっていた．

接した経験はないと回答したのは，24 人であった．

3-2 ．自分の思うとおりに乳幼児と接することができ

たか

　ふれあい体験の中で，自分の思うとおりに乳幼児と

接することができたかどうか質問をした．思うとおり

に接することができたと回答したのは，17 人であっ

た．その理由は，「抱っこした時，上手にできたから」

などと抱っこをしたことや，乳幼児が「笑ってくれる

ように接した」と笑顔になったこと，「自分の作った

高校生と乳幼児及びその親とのふれあい体験について

－高校生の振り返りから－

図１　ふれあい体験をどう感じたか（複数回答）
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おもちゃで楽しく遊んでくれた」と一緒に遊ぶことが

できたことであった．思うとおりに接することができ

なかったと回答したのは，22 人であった．その理由

は，乳幼児が「すごく人見知りであんまりなついてく

れなかった」など人見知りのために泣いたり，機嫌が

悪かったりして，近づくことが難しかったことがあげ

られた．ほかに，働きかけたが，乳幼児が泣いてしまっ

たといったような「抱っこをしたときに赤ちゃんが泣

いてしまったから」「自分が話しかけたら泣く」とい

う理由があった．さらに，「リードできなかったから」

「あまり積極的にいけなかった」といった自身の消極

性について言及する記述もあった．

3-3．ふれあい体験をどう感じたか

　ふれあい体験を行った後，どのように感じたのかを

12 個の選択肢から複数回答した（図１）．かわいい（37

人），あたたかい（36 人），楽しい（33 人），明るい（28 人），

うれしい（27 人），おもしろい（26 人）という肯定的

な感情を 2/3 以上の生徒が選択した．つまらない，く

らいという否定的な感情を選択した生徒は，一人ずつ

であった．冷たい，つらい，こわい，かなしいを選択

した生徒はいなかった．否定的な感情を選択した生徒

は，肯定的な感情も選択していた．

　また，選択した理由を自由記述で回答した（表１）．

自由記述の内容について，否定的な感情を選択した生

徒と肯定的な感情のみ選択した生徒に分け，それぞれ

の記述内容について検討した．肯定的な感情を選択し

た理由は，その内容から三つに分類した．一つ目は，「み

てるだけで，みんなが笑顔になれる」や「乳幼児のす

ることや笑顔がとってもかわいくて」といった乳幼児

の存在そのものを肯定的に感じたということであった

（乳幼児の存在）．二つ目は，「ばぁっ！とかをしてそ

の子が笑ってくれた」「自分たちが作ったおもちゃで

楽しそうに遊んでくれ」などという記述がみられ，生

徒のことばがけや働きかけに対して乳幼児が応えてく

れたということであった（乳幼児の応答）．三つ目は，

「親子関係をみてとても暖かい気持ちになった」「お母

さんの顔が本当にやさしい顔をしていて」といったよ

うに母親と子どもの暖かいかかわりをみたことによっ

て，肯定的な感情を感じたということであった（母親

のかかわり）．

　否定的な感情を選択した理由には，乳幼児が人見知

りをして，生徒とかかわることが難しかったことがあ

げられた．「乳児がきんちょうしちょって，お母さん，

廿　麻乃

表１　ふれあい体験を通して，何を感じたか（自由記述）

表２ 　乳幼児と接した経験の有無と当日のふれあい体

験の自己評価について

自由記述（抜粋）

否定的な感
情を選択

乳児がきんちょうしちょって，お母さん，お
母さんだからあまりふれあえなかった．

最初ひとつもはなしてくれなくて少しくらい
なって思ったけど一緒におるうちにはなして
くれたりわらってくれたりした．うれしかっ
た．

肯
定
的
な
感
情
を
選
択

乳幼児
の存在

赤ちゃんをみてて，すごくかわいいなと思っ
たし，暖かい気持ちになりました．

乳幼児は思ってもみなかったことをしたり，
すごくかわいい笑顔で笑ってくれるので暖か
い気持ちやうれしい気持ちになりました．

５ヶ月の子だったから遊んだりはしなかった
けど見てるだけで楽しかったしおもしろかっ
たから．

赤ちゃんをみてるだけで，みんなが笑顔にな
れるし，ほっこりした気持ちになって，すご
く楽しかった．

乳幼児
の応答

自分達が作ったおもちゃで楽しそうに遊んで
くれて嬉しかったし，お母さんの話も聞けた
ので楽しかった．

かわいいだけじゃなくて，おもちゃで上手に
遊んでくれるとこっちも楽しい気持ちになれ
たし，想像とはちがう遊びをしておもしろ
かったです．

あくしゅしたときに手がすっごくあったか
かった．目をすごく見てきてクリクリでかわ
いかった．おもちゃを渡したときに気に入っ
てくれてうれしかった．

私がばあっ！とかをして，その子が笑ってく
れたり，すごくうれしくたのしかったです．

母親の
かかわり

ふれあっているときのお母さんの顔が本当に
優しい顔をしていて，自分の子どもがすごく
かわいいんだな．大切なんだなと思った．自
分もお母さん達のように暖かく接したいで
す． 

どの子もとても可愛くてお母さんたちもすご
く明るい人だったし，親子関係をみてとても
暖かい気持ちになった．

お母さんが子どもに話しかけるとき明るく楽
しそうに話しかけていて暖かい気持ちになっ
たから．

おこることなく，つねに笑顔で接していたこ
とと，常に子どもの幸せを思っているような
空気があふれていた．

自分の思うとおりに接することが
合計

できた できなかった

乳
幼
児
と
接
し
た

経
験
が

あ
る

７ ８ 15

な
い

９ 15 24

合計 16 23 39

（人）
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お母さんだからあまりふれあえなかった」や「最初ひ

とつもはなしてくれなくて少しくらいなって思ったけ

ど一緒におるうちにはなしてくれたりわらってくれた

りした．うれしかった．」といった記述であった．

3-4 ．乳幼児と接した経験の有無と当日のふれあい体

験の自己評価について

　3-1．高校生の乳幼児と接した経験と 3-2．自分の

思うとおりに乳幼児と接することができたかについて，

クロス集計を行った（表２）．これまでに乳幼児と接

した経験があると答えた生徒は，15 人で，その中で

もふれあい体験の中で自分の思う通りに乳幼児と接す

ることができたと答えたのは７人，できなかったと答

えたのは８人であった．乳幼児と接した経験がないと

答えた生徒は，24 人で，その中で，自分の思うとお

りに接することができたと答えたのは９人，できな

かったのは 15 人であった．乳幼児と接した経験がな

い生徒は，ふれあい体験で乳幼児と思うとおりに接す

ることができなかったと答えた生徒のほうができたと

答えた生徒よりも２倍ほど多くなった．

3-5．自由記述の振り返りについて

　感想及び意見についての自由記述であった．その内

容によって，分類を行った（表３）．

　まずは，「楽しかった」という感想があった．次に，

自分の関わりによって笑顔になるといった反応をした

り，自分の作ったおもちゃで楽しく遊んだりする乳幼

児をみて「うれしかった」ということがあげられた．

さらに，具体的な事例はあげられていないが，ふれあ

うことで「発見・学び」があったと振り返った．また，「乳

幼児を感じた」というような，乳幼児それぞれに個性

があることや様々な表情を見たことが印象的であった，

と述べていた．

　乳幼児の親から子育てにまつわる話について聞いた

などの「親との会話」が心に残ったことも述べられた．

オムツ替えを見てすごい，と「親の力」を感じたとい

う記述もあった．

　他に，乳幼児の成長を願うというものがあった．

4．考察

4-1．乳幼児と接した経験の有無による違い

　乳幼児と接した経験がない生徒は，自分の思うとお

りにかかわることができなかったと答えた人が多かっ

た．乳幼児とかかわったことがないということが，実

際にかかわる際のとまどいにつながったと考えられる．

参加生徒は，事前学習において，乳幼児の成長発達に

ついての知識などを高校の授業の中で学んでいた．し

かし，知識だけでは，実際の一人ひとり違う乳幼児を
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表３　ふれあい体験の感想・意見（自由記述）

自由記述（抜粋）

楽
し

か
っ
た

すごくたのしかったです．でもあんまりなついてくれな
かったです．でもすごくかわいかったです．

たのしかったです．かわいかったです．

また今日みたいなことができたらいいなと感じます．

う
れ
し
か
っ
た

まだ生後３ヶ月にならない赤ちゃんを抱っこするのは最初
不安だったけど，弟や近所の子のお世話をしていた時のよ
うに抱っこできて，「上手だね」と言われた時はすごくう
れしかったです !!２歳の子はじらくっててどう接したらい
いかとまどったけど，いやがってた抱っこをすこしでも受
け入れてくれすごく嬉しかったです !!

日頃，あかちゃんにふれあうきかいがなかったので，今日
ふれあえてうれしかったです．最初は全然わらってくれな
かったけど，最後のほうになると笑ってくれてうれしかっ
たです．

おもちゃよろこんでもらえたのでよかったです．赤ちゃん
に触れることができたのでよかったです．また，このよう
なきかいができたらいいなと思います．

人見知りがなくて，最初からひざに乗ってきたり，作った
おもちゃで楽しそうにあそんでくれたり，本当に楽しかっ
たです．子どもはやっぱり可愛いし，もっと保育士になり
たいと強く思うようになりました．

発
見
・
学
び

どんな子たちが来るのか，すごくドキドキで，お母さんも
とても優しく質問したらていねいに教えてくださり，また，
５ヶ月のまだおすわりのできない子とこうしてふれあった
りあやしたりすることができて，すごくいい経験になりま
した．また，何度もこうしていろんな子ども達とふれあい
たいと思いました．

短い時間だったけど，小さな子やお母さんと一緒の時間を
過ごして，いろんな発見があり，とてもいい経験になりま
した．

実際に小さい子と触れ合えていろんなことを学びました．

乳
幼
児
を
感
じ
た

子ども達は泣いたり笑ったりいろいろな表情を見せてくれ
て色々勉強になりました．これからも色々な子どもとふれ
あいたいです．

子どもとふれあってみて子どもの個性がとても強いと思い
ました．人見知りでぐずっていたのでどう接していいかわ
かりませんでした．０歳の子は大人しくて抱っこしている
とよく動いたりしていてとにかく可愛くて楽しかったです．
またしたいです !!

いろんな人にどんどんいける子や人見知りの激しい子など
いろいろな赤ちゃんがいました．泣いたり，笑ったりを繰
り返す赤ちゃんを見て，感情豊かなんだなと改めて思いま
した．とても楽しくふれあい体験をさせていただきました．

親
と
の
会
話

最初は少しすねていてふれあえなかったけど，だんだん一
緒に遊んでくれるようになってとても楽しかったです．お
母さんに直接意見がきけて，これからに生かしたいと思い
ました．

お母さんのいろんな意見など聞けてとても参考になった．
まだ３ヶ月だから立つことはできないけど，寝返りやすわ
りができていて，歯がまだできていなかったから，シリコ
ンみたいなおもちゃでかむ力をつけていた．

５ヶ月の子とふれあってとても良い経験ができました．来
年の１月２月３月頃にいとこが生まれるので，ふれあい方
などがまた１から学べたし，お母さんもすごく良い人でな
んでもていねいに答えてくれて，とてもせっしやすくきん
ちょうもせずにすごせました．生まれる前の話や生まれた
後の話もきけてたくさん学び良い時間でした．

親の力
おむつをかえるのをみたけどいやがることなくできたので
母ってすごいなって思いました．

子ども
の未来

子どもの体力の底の無さが見えて，自分も年々おとろえて
いるんだと改めて実感しました．まだまだいろいろな道が
ある子ども達に明るい未来と希望があることを心より祈り
ます．
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前にかかわることは難しい，ということが示されたの

ではないだろうか．

　乳幼児と接した経験があると回答した生徒も，約半

数は思うとおりにかかわることができなかったと答え

ている．その理由の一つとして「自分の思うとおり」

ということが，生徒それぞれによって違うことが考え

られる．家族に乳幼児がいる生徒は，普段の生活の中

でかかわっているので，家族と同じようにふれあうこ

とをイメージするだろう．しかし，乳幼児と接した経

験がなければ，1 回触れた，ということでも一つの経

験として記憶に残るものになるかもしれない．個人に

よる認識の違いが，結果を左右したと考えられる．

　思うとおりに接することができなかった理由として，

乳幼児の人見知りをあげる生徒がいた．人見知りは，

養育者との愛着が形成されていることを示す行動であ

る．親と子のこれまでの関係作りができていることを

示すものでもあるため，その関係をみることも，乳幼

児への理解を促すものであると考える．ただ，乳幼児

と接したいができないということは，ふれあい体験の

時間を無意味なものだったと感じてしまう要因にもな

りかねない．事前事後学習で乳幼児についての知識を

学ぶことやグループのスタッフのグループ内の緊張を

取り除くようなかかわり，母親からその子どもの特性

やこれまでの成長過程などを聴くことなどによって，

うまく接することができない乳幼児とのふれあいも意

味のあるものとして高校生の中に残るのではないだろ

うか．

4-2．乳幼児と接して感じたこと

　武田（2003）12）は，暖かい気持ちや優しい気持ちを

感じることを乳幼児と中高生のふれあい体験の一つの

意義として挙げていた．今回実施したふれあい体験に

おいても，生徒の事後アンケートの中から，暖かい気

持ちや優しい気持ちを感じたことを読み取ることがで

きたと考える．多くの生徒は，人見知りをしたり，泣

いてしまったり，という行動も含めて乳幼児とふれ

あった体験を暖かいものとして捉えていた．

　乳幼児そのものではなく，暖かい親子の関係を見る

ことによって，暖かさを感じたといった記述も見られ

た．乳児期は，養育者と子どもの安定した関係が子ど

もの発達に欠かせないものである．その関係を直接み

ることによって，養育者からの暖かい眼差しや関わり

が，乳幼児の成長発達につながるという理解をふれあ

い体験を通してできるようになるのではないかと考え

る．だが，親でもいつでも暖かく優しい気持ちでいら

れるわけではない．イライラしてしまい，激しい感情

をぶつけてしまうときもある．ふれあい体験では，生

徒たちとの接するその時間であるので，良い面を見せ

ようという意識が親たちに働いていただろう．子育て

の優しい暖かい部分のみしか知ることができないと，

生徒自身が子育てをする時に，常に温かい親でいなけ

ればならないという意識につながってしまうことも危

惧される．親が辛い時に，どうやって乗り越えていく

のか，などの話もできると良いのではないか．

4-3．感想・意見について

　乳幼児とふれあったことによって「うれしい」とい

う気持ちを持った生徒がいた．生徒が働きかけること

によって，乳幼児は素直に反応を示すため，笑顔に

なったり遊びに夢中になったりする．自身の働きかけ

が，乳幼児に喜んでもらえた，という実感を持つこと

によってこのような感想が出てきたのだろう．「うれ

しい」という感情は，もっと関わってみようという積

極性につながっていくことが考えられる．また，「う

れしい」ということは，自分にも何かできることがあ

る，と感じられたからであると考えられる．「うれしい」

という経験を積み重ねることは，自己効力感を高める

ことの一助となるであろう．

　また，「乳幼児を感じた」という感想からは，教科

書で読んで理解しただけではわからない，乳幼児が短

時間に表情を様々に変える様子や身体の重みなどを感

じたことがわかった．直接ふれあうことによってしか

得られない感触を得たことがわかる．

　さらに，「親との会話」についても記述があった．

武田（2003）13）が指摘していた自分の親の想いにまで

は，つながらなかったようだが，ふれあった親がどの

ように子育てをしているのか聞くことによって，親の

想いにふれることができた．

　以上のことから，乳幼児とのふれあい体験は，生徒

にとって乳幼児や乳幼児と関わることについての理解

や暖かい感情を感じた，自己の学びへとつながったと

いう体験になったことが示された．

5．課題

　今回参加した生徒は，保育科に所属していた．始め

から乳幼児に興味があり，乳幼児が好きだという思い

を持っていた．そこで，ふれあいたい・学びたいとい

廿　麻乃
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う気持ちが強い生徒が多かったため，肯定的なふりか

えりが得られたことが考えられる．他の場所で実施す

る場合，乳幼児に苦手意識を持っている生徒がいるこ

とも考えられる．苦手だと感じていると，人見知りや

泣く乳幼児を見て，さらに苦手意識が増していくこと

も考えられる．どのような体験プログラムを実施して

いくのか精査していく必要がある．

　また今回のふれあい体験は，単発・短時間での実施

だった．人見知りが強い時期の乳幼児は，短時間の中

で初めての場所，初めて会うたくさんの人と慣れ，か

かわることは難しかった．その結果，乳幼児とのかか

わりに慣れていない生徒は，特にかかわることが難し

くなった．自分のかかわりによって，乳幼児が泣いて

しまうなどの経験をすることによって，乳幼児への苦

手意識につながることも考えられる．乳幼児が泣くこ

とや人見知りは発達過程の一つであるため，生徒に対

して事前事後学習での乳幼児への理解を図ることが必

要である．また，１回だけの体験ではなく，複数回行

うことによって，乳幼児の人見知りも和らぐことが予

想される．生徒も，乳幼児へのかかわり方を理解しか

かわることができるようになるであろう．さらに，継

続したかかわりによって，乳幼児の成長発達や乳幼児

とその親との関係性の変化がみられるだろう．そこで，

より乳幼児理解や子育てについての理解が深まるだろ

う．以上のように，複数回のふれあい体験を行うこと

が望ましいと考えられる．しかし，学校の授業の中で

行うことは，定められているカリキュラムとの兼ね合

いがある．ふれあい体験のためにたくさんの時間を使

うことは難しいことが課題である．
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